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平
成
29
年　

中
土
佐
町
議
会

６
月
定
例
会

　

平
成
29
年
６
月
定
例
会
が
、
６
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

の
７
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
９
日
に
は
、
町
長
の
行
政
報
告
、
議
案
の
提

案
理
由
説
明
、
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
日
・
13
日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
５
か
ら
関
連
記
事
）
が

行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
の

考
え
を
問
い
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、「
税
条
例
改
正
」

な
ど
の
専
決
処
分
９
件
を
承
認
、
道
の
駅
の
「
指
定
管
理

者
の
指
定
」
な
ど
16
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
人

権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
２
件
を
い
ず
れ
も
適
任
と
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
」
設
置
管

理
条
例
・
指
定
管
理

者
指
定

　
「
中
土
佐
町
道
の
駅
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
」
は
、
久
礼
新
港
背

後
地
に
整
備
さ
れ
た
「
道
の

駅
な
か
と
さ
」
の
設
置
や
管

理
を
行
う
た
め
の
必
要
な
事

項
を
定
め
た
も
の
だ
。

　

下
元
道
夫
議
員
が
賛
成
討

議
審

案
議

町
全
体
の
活
性
化
を

論
を
行
っ
た
後
、
採
決
が
行

わ
れ
、
賛
成
８
・
反
対
２
で

可
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
条
例
が
可
決
さ
れ
た

後
、「
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
道
の
駅
な
か
と

さ
）」
が
追
加
提
案
さ
れ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
９
・
反

対
１
で
可
決
さ
れ
、
㈱
Ｓ
Ｅ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
指
定
管

理
者
と
な
っ
た
。

㈱
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

「
道
の
駅
な
か
と
さ
」

の
運
営
会
社
。
資
本
金

１
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
中

土
佐
町
が
８
０
％
を
出
資
。

プン
ジェクト

　

新
港
背
後
地
事
業
は
、
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
の

産
業
振
興
に
と
っ
て
、
絶
対
に
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
業
だ
。
施
設
も
ほ
ぼ
完
成
し
、
７
月
15
日
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
待
っ
て
い
る
。

　

道
の
駅
が
本
条
例
に
基
づ
き
、
水
産
業
、
農
林
畜
産
業
、

商
工
業
を
底
上
げ
し
、
町
全
体
の
活
性
化
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
。
そ
し
て
、
貴
重
な
町
の
財
源
を
使
用
す
る
指
定

管
理
料
は
、
適
正
な
金
額
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

賛

成

討

論

下
元
道
夫
議
員

山・川・海と自然豊かな中土佐の特産品を
販売する「マルシェなかとさ」
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「道の駅」オー
指定管理者に㈱ＳＥＡプロ

定番商品から旬の食材を使ったパンを販売
する「岩本こむぎ店」

目の前の港に水揚げされた新鮮な魚介類
を焼いて味わえる「浜焼き海王」

新鮮で活きのいい魚介類にこだわる
「黒潮亭いか船頭」

おいしいイチゴのスイーツに新しくランチ
も始まった「風工房」
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平成 5 年　・旧中土佐町が、久礼新港の整備計画が盛り込まれた「黒潮のめぐみ体感プロジェクト」策定
平成11年　・旧中土佐町が、久礼新港プランとして基本構想策定
平成16年　・合併協議会が、新港背後地に「多機能型流通拠点施設」整備を盛り込んだ新「中土佐町」建設計画策定
平成18年　・旧中土佐町と旧大野見村が合併。議員数は中土佐地区10人、大野見地区６人となる
平成19年　・新港背後地利用調査研究事業委託料で基本構想策定
　　　　　・12月定例会で温泉掘削申請手数料12万円を削除する修正案を賛成 10・反対 4（欠席 1）で可決し、一般会計

補正予算（第 4 号）を修正可決
平成20年　・第１回臨時会で新港背後地事業等を審議するため町づくり計画調査特別委員会を設置
　　　　　・９月定例会で、新港背後地に水産物等販売施設の建設を求める陳情を全会一致で採択
平成21年　・12月定例会で、「新港背後地の利活用について」町づくり調査特別委員会が報告
平成22年　・町議会議員選挙。定数が 12 人となる。
　　　　　・６月定例会で、温泉掘削申請手数料（12万円）を減額する修正案は賛成２・反対９で否決されたが、別件の
　　　　　　修正案も否決されたことがもとで、一般会計補正予算（第２号）も賛成５・反対６で否決
　　　　　・第２回臨時会で、温泉掘削申請手数料を含む一般会計補正予算（第３号）を賛成７・反対４で可決
　　　　　・９月定例会で、温泉掘削工事（6500万円）、用地購入費（5000万円）を含む一般会計補正予算（第５号）を
　　　　　　賛成９・反対２で可決
　　　　　・第４回臨時会で、新港背後地温泉掘削工事請負契約の締結を賛成９・反対１（欠席１）で可決
　　　　　・第５回臨時会で、県有財産（新港背後地）売買契約の締結を全会一致で可決
　　　　　・12月定例会で、経営計画策定支援業務（43万円）を含む一般会計補正予算（第８号）を賛成10・反対１で可

決
平成23年　・３月定例会で、二つの修正案と予算凍結決議案が提出される見込みとなるなど、予算そのものが否決される

公算が大きくなったことから、議案審議に先立ち町長が予算の訂正請求。その後、経営計画策定業務委託料
（1150万円）を含む一般会計当初予算を賛成６・反対４（欠席１）で可決

　　　　　・温泉掘削工事完了（1500ｍ掘削、湧出量53ℓ/ 分）
平成24年　・６月定例会で、基本・実施設計委託料（4400万円）を減額する修正案を賛成４・反対６（欠員１）で否決し、

一般会計補正予算（第 1 号）を原案可決。
平成25年　・３月定例会で、整備事業費（７億1049万円）を削除する修正案を賛成５・反対４（欠員２）で可決し、一般

会計当初予算を修正可決
平成26年　・町議会議員選挙。議員12人中６人が新人となる
　　　　　・第２回臨時会議（通年議会試行中の名称）で、実施設計積算変更委託料（42万円）のみの計上となった一般

会計補正予算（第４号）を賛成４・反対７で否決し事業計画が白紙に
　　　　　・議会から町長に対し、新港背後地事業に関する要望書を提出
平成27年　・議会からの要望書等も考慮され、温泉施設等が計画から外れたＳＥＡプロジェクトとして再出発
　　　　　・３月定例会で、ＳＥＡプロジェクト事業検討支援業務委託料（50万円）を含む一般会計当初予算を賛成８・

反対３で可決
　　　　　・６月定例会で、基本設計業務委託料（736万円）を100万円に減額する修正案を賛成５・反対６で否決し、一

般会計補正予算（第１号）を原案可決。
平成28年　・第２回臨時会で、実施設計委託料（1819万円）を削除する修正案は賛成５・反対５（欠員１）となるも、議

長裁決で否決し、一般会計補正予算（第７号）を原案可決
　　　　　・３月定例会で、ＳＥＡプロジェクト事業の出資金（800万円）を削除する修正案を賛成４・反対６（欠員１）

で否決し、一般会計当初予算を原案可決
　　　　　・第４回臨時会で、ＳＥＡプロジェクト事業関連予算（６億1973万円）のみの計上となった一般会計補正予算

（第２号）を賛成７・反対３（欠員１）で可決
　　　　　・９月定例会で、施設新築工事請負契約の締結を賛成７・反対３（欠員１）で可決
　　　　　・第５回臨時会で、住民直接請求によって提出されたＳＥＡプロジェクト事業の是非を問う住民投票条例を賛

成２・反対８（欠員１）で否決
　　　　　・12月定例会で、財産の取得（「道の駅」厨房機器購入）賛成７・反対３（欠員１）で可決
平成29年　・「道の駅なかとさ」「みなとオアシス久礼」が登録される
　　　　　・６月定例会で、道の駅の指定管理者を㈱ＳＥＡプロジェクトとする「指定管理者の指定」を賛成８・反対２

（欠員１）で可決
　　　　　・７月６日落成式
　　　　　・７月15日グランドオープン

「道の駅なかとさ」オープンまでの議会の主な経緯
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一 般 質 問
〜所信を問う〜

戸田　晴喜 ･････P6
■総合振興計画の評価は
■施設維持管理の見込みは

下元　道夫 ･････P ７
■カツオ町民会議を
■矢井賀の津波対策を

佐竹　敏彦 ･････P ８
■㈱SEAプロジェクトを中土佐町の別働部隊に
■幕別町と姉妹都市に

山下世仁子 ･････P ９
■消防跡地の利活用は
■道の駅への交通手段は

山中　英男 ･････P10
■アメゴ釣りな祭終了は
■公共施設の津波浸水域への整備は

岡　伊三男 ･････P11
■上ノ加江北地区の避難は
■介護施設へ津波救命艇を

福永　守恭 ･････P12
■どのような農業政策を
■奨学金に減免制度を

　

６
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
、
防
災
対
策
や
農
林
水

産
業
の
振
興
、
７
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
の
課
題

な
ど
町
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
日
に
は
久
礼
中
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
が
一
般

質
問
の
傍
聴
に
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

No.46（平成29年８月）中土佐町議会だより5



問
平
成
28
年
に
終
了
し
た
、

総
合
振
興
計
画
の
10
年
間
の

評
価
を
町
自
体
で
し
て
い
る

の
か
。
住
民
に
発
表
さ
れ
る

べ
き
と
思
う
が
、
取
り
ま
と

め
と
、
文
書
化
が
で
き
て
い

る
の
か
を
聞
く
。

下
元
企
画
課
長
全
体
の
達
成

状
況
を
、
各
課
担
当
者
が
、

施
策
分
野
ご
と
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
の
調
査
シ
ー
ト

を
作
成
し
て
い
る
。
公
表
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
製
本
が

ま
も
な
く
で
き
る
の
で
見
て

も
ら
い
た
い
。

問
次
期
振
興
計
画
に
役
立
て

る
た
め
、
企
画
課
と
し
て
ど

う
い
っ
た
課
題
を
捉
え
て
い

る
か
。

戸田晴喜
調査シートを作成

総合振興計画の評価は

下
元
企
画
課
長
空
き
家
活
用

等
に
よ
る
住
宅
整
備
と
自
治

機
能
の
向
上
・
再
構
築
だ
。

地
域
の
課
題
を
自
ら
解
決
す

る
こ
と
の
で
き
る
住
民
自
治

組
織
の
地
域
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問
総
合
振
興
計
画
に
「
合
併

し
た
本
町
の
普
通
交
付
税
額

は
、
特
例
措
置
に
よ
っ
て
増

額
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
最

終
的
に
は
大
幅
な
削
減
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
も
十
分
対
応
で
き

る
経
営
体
制
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
計
画
的
か
つ
積
極
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
の
帳
簿
価
格
で

約
６
０
０
億
円
の
資
産
が
あ

る
。
今
後
、
新
庁
舎
建
設
等

で
、
50
億
円
を
超
す
固
定
資

産
が
載
っ
て
く
る
。
水
道
・

橋
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
補
修
等

の
見
込
み
は
。
財
政
の
現
在

の
運
営
状
況
は
。
ま
た
今
後

何
に
注
視
し
運
営
さ
れ
る
の

か
。

平
田
総
務
課
長
第
１
期
中
土

施
設
維
持
管
理
の
見
込
み
は

管
理
計
画
と
財
政
を
連
携

佐
町
総
合
振
興
計
画
に
基
づ

い
て
、
町
税
の
納
税
率
の
向

上
・
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、

緊
急
性
・
重
要
性
を
考
慮
し

健
全
な
財
政
運
営
を
し
て
き

た
。
10
年
を
振
り
返
る
と
、

こ
の
間
の
投
資
的
事
業
は
約

１
２
９
億
円
だ
。
久
礼
中
学

校
の
改
築
、
津
波
避
難
タ
ワ

ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

な
ど
を
行
っ
た
。
今
後
、
役

場
庁
舎
の
移
転
事
業
な
ど
、

財
政
運
営
に
は
当
然
大
き
な

影
響
が
出
る
。
ま
た
、
町
が

抱
え
る
イ
ン
フ
ラ
に
は
水

道
・
道
路
等
が
あ
り
、
管
理

に
は
多
大
な
費
用
が
か
か
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
施

設
の
管
理
計
画
等
々
、
財
政

の
部
分
も
連
携
さ
せ
て
計
画

を
実
行
す
る
。

中間管理住宅として活用される空き家

今後、大きな財政負担を伴う公共施設移転等事業
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施設整備用地を検討

矢井賀の津波対策を
問
小
矢
井
賀
、
大
矢
井
賀
の

（
津
波
）
浸
水
高
は
。
大
矢

井
賀
の
南
山
避
難
路
か
ら
県

道
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

聞
く
。

平
田
総
務
課
長
県
想
定
で
最

大
15
・
５
ｍ
。
到
達
時
間
は
、

17
分
と
い
う
こ
と
だ
。

　

住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
津
波

に
よ
っ
て
浸
水
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
避
難
路
か
ら

県
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
再

度
検
討
は
可
能
だ
。

問
矢
井
賀
地
区
で
２
４
０
人

を
超
す
方
が
住
ん
で
い
る
。

逃
げ
延
び
た
後
の
避
難
所
の

確
保
に
つ
い
て
聞
く
。

平
田
総
務
課
長
大
矢
井
賀
地

区
は
、
資
機
材
倉
庫
を
災
害

時
の
防
災
拠
点
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

小
矢
井
賀
地
区
は
、
自
主

防
災
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

施
設
整
備
に
向
け
、
用
地
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
へ
の
納
品
希
望
者
は

問
道
の
駅
の
納
品
希
望
者
・

雇
用
予
定
者
は
。
大
野
地
区

の
直
営
農
場
を
な
ぜ
作
っ
た

の
か
。

下
元
企
画
課
長
納
品
希
望
者

は
、
１
０
１
名
だ
。
内
訳
は

農
産
物
58
名
、
水
産
物
12
名

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
正
社
員
14
名
、

パ
ー
ト
32
名
の
合
計
46
名
を

雇
用
予
定
。

　

直
営
農
場
は
、
実
際
に
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
者

の
苦
労
を
分
か
っ
て
い
こ
う

と
い
う
部
分
も
あ
る
。

被災時には避難所としても利用可能な矢井賀地区の資機材倉庫
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修理中の 14㌧のカツオ船の 800馬力のエンジン

下元道夫

カ
ツ
オ
町
民
会
議
を　

県
民
会
議
を
通
じ
訴
え

問
平
成
28
年
度
の
カ
ツ
オ
の

水
揚
げ
合
計
額
は
。
ま
た
、

今
年
の
現
状
は
。

多
田
水
産
商
工
課
長
平
成
28

年
度
の
久
礼
漁
協
へ
の
水
揚

げ
金
額
は
、
３
億
１
７
８
１

万
円
、
４
８
９
㌧
。
今
年
は

４
・
５
月
で
１
億
１
５
６
０

万
円
、
１
８
０
㌧
と
な
っ
て

い
る
。

問
カ
ツ
オ
漁
業
存
続
の
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
の
更
新
等
さ
ら
な

る
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。

多
田
水
産
商
工
課
長
10
㌧
未

満
が
県
の
対
象
だ
。
10
㌧
以

上
は
国
の
事
業
が
導
入
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。　

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
が
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

問
県
は
今
年
２
月
９
日
、

「
高
知
カ
ツ
オ
県
民
会
議
」

を
結
成
し
た
。
会
長
は
尾
㟢

高
知
県
知
事
だ
。　
　

　

本
町
も
、
「
中
土
佐
カ
ツ

オ
町
民
会
議
」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
ま
た
、

町
の
広
報
で
、
カ
ツ
オ
の
資

源
問
題
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
町

長
の
考
え
を
聞
く
。

池
田
町
長
今
す
ぐ
「
カ
ツ
オ

町
民
会
議
」
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
広
報
等
で
町
民
に
カ
ツ

オ
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
大
変
重
要
と
考

え
て
い
る
。
県
民
会
議
等
を

通
じ
（
資
源
問
題
を
）
訴
え

て
い
く
。



問
北
海
道
幕
別
町
に
「
災
害

時
相
互
援
助
協
定
」
「
新
庁

舎
建
設
」
の
研
修
で
行
っ
て

き
た
。
そ
の
後
の
懇
談
会
で

姉
妹
都
市
締
結
の
話
も
出
た
。

　

姉
妹
都
市
締
結
で
相
互
の

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

両
町
に
と
っ
て
非
常
に
有
意

義
だ
。
町
長
の
英
断
を
期
待

し
た
い
。

池
田
町
長
締
結
は
非
常
に
意

義
が
あ
る
。
５
年
も
10
年
も

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
近

い
将
来
、
姉
妹
都
市
の
提
携

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

佐竹敏彦

近い将来、提携を

幕別町と姉妹都市に

㈱
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
土
佐
町
の
別
働
部
隊
に

役
割
を
果
た
せ
る
組
織
に

問
大
政
奉
還
の
少
し
前
、
土

佐
藩
で
は
、
現
在
の
県
組
織

と
市
町
村
組
織
を
合
わ
せ
た

通
常
の
藩
組
織
と
は
別
に

「
開
成
館
」
が
設
け
ら
れ
た
。

軍
艦
局
や
勧
業
局
、
捕
鯨
局
、

鋳
造
局
な
ど
12
の
局
が
置
か

れ
た
。
い
わ
ゆ
る
藩
の
地
産

外
商
を
行
う
現
代
の
総
合
商

社
だ
。

　

土
佐
の
特
産
品
の
土
佐
和

紙
・
樟
脳
・
茶
・
か
つ
お
節

等
の
専
売
品
を
長
崎
や
京
都

等
に
販
売
し
、
殖
産
興
業
が

図
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
幕

末
に
は
西
南
雄
藩
と
し
て
、

明
治
維
新
の
立
役
者
と
な
っ

た
。

　
（
こ
れ
に
倣な

ら

い
本
町
で
も
）

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
公
共
団
体
と
し
て
の

中
土
佐
町
の
別
働
部
隊
と
し

て
、
こ
れ
に
近
い
組
織
に
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

池
田
町
長 

町
を
丸
ご
と
売
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た

め
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

「
道
の
駅
」
「
み
な
と
オ

ア
シ
ス
」
と
し
て
の
売
り
は

「
海
」
。
漁
師
の
姿
、
競
り

の
あ
る
姿
と
い
っ
た
リ
ア
ル

な
漁
業
の
町
の
実
態
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
「
道
の
駅
」

は
他
に
な
い
。
ク
ル
ー
ザ
ー

な
ど
が
来
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
こ
に
海
を
な
り
わ
い
と
し

て
き
た
町
の
歴
史
と
い
う
も

の
を
実
際
に
肌
で
感
じ
取
っ

て
も
ら
え
る
。

　

全
国
に
発
信
し
な
が
ら
、

役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ

う
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
。

昨年12月の幕別町との交流事業に参加した町内の小学生（当時）

ク
ル
ー
ザ
ー

　

居
住
空
間
と
居
住
設
備
を

備
え
た
レ
ジ
ャ
ー
用
の
ヨ
ッ

ト
や
ボ
ー
ト
。
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移転後の跡地利用が課題の高幡消防組合中土佐分署

山下世仁子
公園・駐車場等との声

消防跡地の利活用は
問
消
防
跡
地
の
利
活
用
の
話

は
進
ん
で
い
る
の
か
。
（
平

成
27
年
６
月
定
例
会
で
）
住

民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
各
方

面
と
話
し
合
い
決
め
た
い
旨

の
回
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　

「
道
の
駅
」
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
も
跡
地
利
用
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
通
ず
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

池
田
町
長
役
場
庁
舎
等
の
移

転
事
業
の
完
了
が
、
平
成
33

年
以
降
に
な
る
。
幅
広
い
議

論
を
す
る
中
で
、
地
域
の
活

性
化
の
拠
点
と
し
て
、
公
園

あ
る
い
は
駐
車
場
と
し
て
活

用
し
て
は
と
の
声
も
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
進
捗

に
合
わ
せ
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
道
の
駅
へ
の
交
通
手
段
の

確
保
は
。

池
田
町
長
現
在
、
高
知
高
陵

交
通
が
矢
井
賀
と
須
崎
を
結

ぶ
便
を
運
行
し
て
い
る
。
上

道
の
駅
へ
の
交
通
手
段
は

高
陵
交
通
バ
ス
が
経
由

り
下
り
便
と
も
「
道
の
駅
」

を
経
由
す
る
。
１
日
大
体
６

便
あ
る
。

　

運
転
さ
れ
な
い
方
は
、
高

陵
交
通
、
あ
る
い
は
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
制
度
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
「
道
の

駅
」
と
町
中
を
結
ぶ
ル
ー
ト

を
検
討
し
て
い
る
。

道
の
駅
へ
の
出
荷
品
の
集

荷
は

問
「
道
の
駅
」
へ
の
出
店
者

が
高
齢
の
場
合
、
現
地
ま
で

の
集
荷
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

生
産
者
の
意
欲
を
か
き
立

て
る
に
は
担
当
の
協
力
が
不

可
欠
と
思
う
が
、
覚
悟
は
い

か
が
か
。

下
元
企
画
課
長
現
在
、
出
荷

者
協
議
会
の
立
ち
上
げ
も
促

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

意
欲
を
か
き
立
て
る
に
は
、

お
客
様
に
求
め
ら
れ
る
商
品

を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。
商

品
の
販
売
状
況
を
見
な
が
ら
、

生
産
者
と
関
係
機
関
と
の
情

報
を
共
有
す
る
。

槇
本
農
林
課
長
集
荷
に
つ
い

て
は
要
望
も
あ
り
、
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。
幾
つ
か
の

案
を
検
討
中
だ
。
生
産
者
の

意
欲
を
か
き
立
て
る
こ
と
で
、

農
業
振
興
や
農
業
者
の
所
得

向
上
を
図
る
目
的
で
、
今
後

支
援
を
図
り
た
い
。

職
員
は
地
元
採
用
を

問
職
員
採
用
で
、
地
元
出
身

者
の
応
募
は
あ
る
か
。

　

地
元
出
身
で
あ
れ
ば
住
民

と
の
関
わ
り
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
の
で
は
。

池
田
町
長
地
元
の
受
験
者
は

全
体
の
３
割
か
ら
５
割
だ
。 「道の駅」経由の運行が始まった高陵交通バスと「道の駅」に向かう乗客
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問　

３
月
議
会
の
行
政
報
告

で
ア
メ
ゴ
釣
り
な
祭
の
終
了

が
町
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

理
由
は
、
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
・
運
営
費
の
捻
出
な
ど

問
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。

（
前
売
り
券
の
販
売
は
）
今

ま
で
は
行
政
と
実
行
委
員
会

で
お
願
い
に
行
っ
て
い
た
と

思
う
。
行
政
は
今
回
、
難
色

を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
。

旧
大
野
見
村
か
ら
続
け
ら
れ

て
き
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
、

い
と
も
簡
単
に
終
了
さ
れ
る

の
は
大
変
残
念
だ
。

池
田
町
長
一
番
の
問
題
は
中

土
佐
町
に
入
札
参
加
さ
れ
る

企
業
を
中
心
に
前
売
り
券
の

購
入
を
い
た
だ
い
て
い
た
こ

と
だ
。
第
30
回
は
、
２
０
０

山中英男

町職員による企業への

前売り券販売が問題

アメゴ釣りな祭終了は

問
公
共
施
設
等
管
理
計
画
と

津
波
浸
水
マ
ッ
プ
と
の
整
合

性
は
。
浸
水
マ
ッ
プ
と
い
う

の
は
浸
水
域
に
は
公
共
性
の

あ
る
建
物
（
上
ノ
加
江
公
民

館
等
）
は
建
て
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

平
田
総
務
課
長
総
合
管
理
計

画
は
、
本
町
が
所
轄
す
る
施

公
共
施
設
の

津
波
浸
水
域
へ
の
整
備
は

浸
水
マ
ッ
プ
と
整
合
性
な
し

設
等
全
体
を
把
握
し
、
将
来

的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
試

算
や
長
期
的
視
点
に
基
づ
い

て
の
更
新
・
統
廃
合
等
を
実

施
す
る
も
の
だ
。
ま
た
、
財

政
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
浸
水

マ
ッ
プ
と
の
整
合
性
は
直
接

取
っ
て
な
い
。

万
円
の
う
ち
半
分
を
買
っ
て

い
た
だ
い
た
。
企
業
訪
問
へ

町
の
職
員
が
行
く
の
は
、
倫

理
上
問
題
が
あ
る
。
職
員
が

企
業
へ
赴
い
て
「
チ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
て
く
だ
さ
い
」
を
終

わ
り
に
し
よ
う
と
な
っ
た
。

　

ア
メ
ゴ
釣
り
な
祭
を
村
の

活
性
化
の
た
め
に
始
め
た
時

と
は
、
地
域
の
状
況
も
変
わ

っ
た
。
や
め
る
と
い
う
決
断

は
実
行
委
員
会
自
ら
が
下
さ

れ
た
。

昨年 4月 17日に開催された最後のアメゴ釣りな祭

竹
邑
教
育
次
長
上
ノ
加
江
公

民
館
の
改
築
は
、
地
元
に
建

設
期
成
同
盟
が
発
足
し
、
８

２
８
名
の
署
名
を
添
え
て
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の

公
民
館
は
、
人
口
減
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
地
区
に
お
い

て
、
強
い
要
望
の
中
で
（
現

在
地
へ
の
）
建
て
替
え
を
進

め
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
野
外
へ

の
集
積
は

問
Ｊ
Ａ
く
ろ
し
お
集
出
荷
場

の
隣
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
が
で
き
た
。
近
隣
の
住

民
は
ど
う
な
る
か
と
心
配
し

て
い
る
。
現
状
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。
行
政
指
導
は
。

法
令
は
。

山
本
町
民
環
境
課
長
現
状
の

店
舗
は
民
間
同
士
の
契
約
に

よ
っ
て
民
地
で
営
業
さ
れ
て

い
る
店
舗
で
あ
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
は
警
察
署
に

許
可
申
請
が
必
要
な
古
物
商

で
あ
る
。

　

廃
棄
物
処
理
法
、
悪
臭
防

止
法
等
、
法
律
違
反
に
は

な
っ
て
な
い
の
で
、
行
政
指

導
は
で
き
な
い
。

津波浸水域にある現在地に建て替えが計画されている上ノ加
江公民館（裏山の避難路より）
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岡伊三男

上
ノ
加
江
北
地
区
の
避
難
は

墓
地
ま
で
早
急
に
整
備

問（
上
ノ
加
江
）
中
山
避
難

場
所
へ
の
避
難
路
は
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
場
所
が
多
く
、

役
目
を
果
た
し
て
な
い
。

　

避
難
場
所
の
用
地
は
地
権

者
と
の
問
題
が
あ
る
が
、
解

決
の
め
ど
は
。

平
田
総
務
課
長
漁
業
集
落
環

境
整
備
事
業
で
行
っ
た
避
難

地
は
、
浸
水
地
域
よ
り
下
に

あ
る
と
い
う
認
識
は
し
て
い

る
。

　

そ
こ
か
ら
上
の
墓
地
ま
で

は
早
急
に
整
備
し
、
上
が
り

や
す
い
状
況
を
つ
く
る
。

　

並
行
し
て
、
避
難
場
所
の

用
地
は
交
渉
し
て
い
く
。

池
田
町
長
現
在
は
非
常
に
通

り
に
く
い
状
況
だ
。
住
民
の

方
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
未
整
備
部
分
は
路
面

を
整
備
す
る
。
同
時
に
、
手

す
り
等
を
付
け
て
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

（
用
地
は
）
地
権
者
の
方

の
ご
理
解
が
得
ら
れ
て
な
い
。

粘
り
強
く
相
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

避難困難地でないと判断

介護施設へ津波救命艇を

問
上
ノ
加
江
地
区
の
（
小
規

模
介
護
施
設
の
）
２
事
業
所

は
津
波
対
策
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
行
政
の
協
力
が
必
要

だ
。
家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

倒
壊
が
あ
る
。
介
助
や
車
椅

子
で
の
避
難
は
困
難
な
状
況

だ
。

　

救
命
艇
の
要
望
が
あ
る
が

検
討
は
。

平
田
総
務
課
長
避
難
路
の
整

備
が
進
ん
で
お
り
、
避
難
困

難
地
で
な
い
と
判
断
し
て
い

る
た
め
、
救
命
艇
の
設
置
の

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
関
し

て
は
、
県
道
の
方
へ
の
ア
ク

セ
ス
方
法
を
検
討
す
る
余
地

も
あ
る
。

整備されていない上ノ加江北地区からの避難路

上ノ加江北地区の現在の避難場所から上がった所に
ある墓地

久礼保育所の移転後、日陰になる原因となることが懸念されている造成地西側の植林　

高
台
に
移
転
後
の
久
礼
保

育
所
の
冬
季
の
日
照
は

問
保
育
所
の
移
転
場
所
は
、

午
後
２
時
前
後
に
は
日
が
当

た
ら
な
い
状
況
が
見
受
け
ら

れ
る
。
保
育
所
は
、
園
児
が

１
日
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
所
だ
。
建
設
を
進

め
る
中
で
何
ら
か
の
対
策
を
。

竹
邑
教
育
次
長
造
成
を
進
め

る
中
で
状
況
を
確
認
す
る
。

立
木
伐
採
の
検
討
等
、
関
係

機
関
と
の
協
議
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。　
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福永守恭

ど
の
よ
う
な
農
業
政
策
を

集
落
営
農
の
充
実
等
を

問 

米
価
の
下
落
に
よ
り
若

い
農
業
者
が
増
え
な
い
。
高

齢
化
に
よ
り
農
地
の
担
い

手
・
守
り
手
が
減
少
し
、
農

地
の
価
値
観
が
失
わ
れ
限
界

集
落
・
消
滅
集
落
が
増
え
る

と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な

農
業
政
策
を
行
う
の
か
。

池
田
町
長
猫
の
目
の
よ
う
に

国
の
農
業
政
策
も
く
る
く
る

変
わ
っ
た
。
生
産
調
整
も
戦

後
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
が
、

農
業
が
崩
壊
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
に
つ
い
て
は
集
落
営
農
組

織
の
充
実
を
図
り
、
一
定
の

米
価
を
保
っ
て
売
っ
て
い
け

る
仕
組
み
、
そ
れ
を
生
産
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
Ｊ
Ａ
・
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
・
各
機
関
と
も
連

携
を
密
に
し
て
、
推
進
し
て

い
く
。

免除・減免の考えなし

奨学金に減免制度を
問 

旧
大
野
見
村
に
は
学
資
貸

与
金
の
減
免
に
関
す
る
規
則

が
あ
っ
た
。
減
免
の
要
件
に

は
、
「
卒
業
後
に
自
営
業
に

従
事
す
る
者
、
村
内
の
企
業
、

団
体
に
勤
務
す
る
者
（
国
・

公
共
団
体
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
団
体
等
に
勤
務
す
る
者
は

除
く
。
）
」
を
対
象
者
と
し

て
い
た
。
町
内
の
優
秀
な
人

材
の
育
成
・
確
保
の
観
点
か

ら
も
こ
の
規
則
の
制
定
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

中
城
教
育
長
本
町
の
奨
学
金

と
坂
本
育
英
資
金
貸
付
基
金

を
も
と
に
し
「
仮
称
中
土
佐

町
奨
学
基
金
を
創
設
す
る
た

め
、
当
初
予
算
で
５
２
０
０

万
円
を
積
み
立
て
た
。
奨

学
基
金
規
模
を
大
き
く
し
、

「
よ
り
多
く
の
奨
学
生
へ
の

貸
付
」
「
他
の
奨
学
金
と
の

併
用
」
「
返
済
期
間
の
延

長
」
を
可
能
に
す
る
。
こ
の

３
つ
を
大
き
な
柱
と
し
て
い

る
。
免
除
・
減
免
に
関
す
る

規
則
は
考
え
て
い
な
い
。

　

奨
学
金
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

把
握
の
た
め
、
学
生
と
保
護

者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
市
町
村
の
状
況
も
調
べ
、

十
分
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

奨学金の事務を所管する教育委員会

今年は作付けが行われていない休耕田
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議会は、どなたでも傍聴できます。

入場時は入口の注意事項をお読みください。

９月　8日（金）　行政報告・議案の提案理
　　　　　　　　 由説明・委員会活動報告
　　　　　　　　 他
９月１２日（火）　一般質問
９月１３日（水）　一般質問
９月１５日（金）　議案等の採決　他

９月定例会日程（予定）

※日程は、変更になることがありますので、ご注意ください。

※写真の一部を合成しています

町のことを真

剣に考えてく

れている！

久礼城は、す

ごく貴重な

城！

漁業者の自己

負担軽減の話

もあった！

私たちも、ボランティア

などで町のために行動で

きたらいい！

こんなに取り組んで

くれているのに「どう

でもいいわ」とかでは

良くない！

久礼がどうなっ

ていくか楽しみ

だし、不安も！

久礼中３年生
が一般質問を

傍聴

久礼・上ノ加江・

大野見などの産

物を、どう全国

に発信していく

か議員が発言し

ていた！

カツオが危

機的状況！

久礼城をす

ぐにでも復

元を！

久礼城址を整備して、いろんな

ことに活用を！

発言の時間内に、聞きた

いことをまとめて発言

するのはむつかしい！

今年はカツオ

の水揚げＵＰ 

で安心感！

カツオ船のメ

ンテナンスに

お金がかか

る！

町の発展は思うよ

うに早く進まない

が、それについて

いろいろ案を出し

合っている！

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
６
月

12
日
、
久
礼
中
学
校
３
年
生
42
人
が
２
組
に
分

か
れ
て
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
傍
聴
中
は
、
町

の
課
題
に
つ
い
て
質
問
す
る
議
員
の
発
言
や
執

行
部
の
答
弁
を
、
熱
心
に
聞
く
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

議
場
で
感
じ
た
こ
と
を
、
感
想
文
に
ま
と
め
、

議
会
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
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６
月
定
例
会
の
初
日(

６
月
９
日)

、
総
務
・
産
業
建
設
・

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
会
閉
会
中
の
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

　

５
月
26
日
、
町
管
理
財
産

（
町
有
地
）
３
カ
所
の
現
地

調
査
と
平
成
26
年
度
末
、
固

定
資
産
総
括
科
目
別
の
資
料

の
検
討
・
議
論
を
行
っ
た
。

　

上
ノ
加
江
漁
協
に
貸
し
付

け
て
い
る
土
地
は
、
漁
協
が

高
知
県
漁
協
に
加
盟
し
た
こ

と
に
伴
い
、
町
と
の
契
約
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
、

　

５
月
23
日
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
施
設
新
築
工
事
の

進
捗
、
ま
た
開
業
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
調
査
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
企
画
・
農

林
・
水
産
商
工
課
お
よ
び
高

橋
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
出
席
を

求
め
、
説
明
を
受
け
た
。

　

「
道
の
駅
な
か
と
さ
」

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
久
礼
」

は
、
４
月
21
日
に
登
録
が
完

了
し
た
。
施
設
は
６
月
中
旬

の
検
査
に
合
格
後
、
テ
ナ
ン

ト
が
入
居
予
定
だ
。

　

直
販
施
設
へ
の
出
荷
希
望

者
は
、
現
時
点
で
は
90
名
ぐ

ら
い
の
申
し
込
み
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
。
商
品
の
品
ぞ
ろ

え
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
出

荷
者
協
議
会
等
の
立
ち
上
げ

も
視
野
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

　

続
い
て
、
公
共
施
設
移
転

事
業
等
の
現
場
視
察
を
行
っ

た
。

　

固
定
資
産
の
資
料
で
は
、

イ
ン
フ
ラ
資
産
の
構
成
が
非

常
に
高
い
。
今
後
こ
の
整
備

に
係
る
負
担
は
、
町
の
財
政

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す

と
考
え
る
。
施
設
の
長
寿
化

と
計
画
的
な
予
算
立
て
が
必

要
に
な
る
と
確
認
し
た
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
地
域
間

格
差
の
不
公
平
感
の
解
消
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

後
世
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い

行
政
運
営
、
産
業
基
盤
の
育

成
、
議
会
と
執
行
部
の
議
論

の
重
要
性
が
高
ま
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

町有財産等を調査　　
　　　　／総務常任委員会

旧上ノ加江漁協への貸付地

高知県漁協と確認を

再
度
報
告
す
る
こ
と
を
求
め

た
。

　

大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
周
辺

の
町
有
地
は
、
本
年
度
に
有

効
利
用
に
つ
い
て
、
複
数
の

パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い
く
。

今
年
度
中
に
検
討
結
果
の
報

告
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

町
道
不
動
越
４
号
線
の
橋

梁
下
部
工
Ａ
１
・
Ａ
２
の
２

基
の
橋
台
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
移
転
用
地
整
備
工
事

も
、
保
育
所
の
山
切
り
を
す

る
た
め
の
土
留
め
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
終
了

次
第
、
敷
地
造
成
に
入
っ
て

い
く
予
定
だ
。
安
全
管
理
に

は
十
分
配
慮
し
て
取
り
組
む

よ
う
求
め
た
。

「
道
の
駅
」商
品
の
品
ぞ
ろ
え
を

公
共
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
調
査

　
　
　
　
　
／
産
業
建
設
常
任
委
員
会

旧上ノ加江漁協への貸付地を調査する総務常任委員

公共施設移転等事業（左）と道の駅の建設現場（右）を調査する産業建設常任委員
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１　平成 28 年度決算見込み
　一般会計、特別会計とも黒字決算となる見込み
だ。ただ、国民健康保険特別会計だけは、一般会
計から1750万円を繰り入れた。

２　ＳＥＡプロジェクト事業
　当初の予定どおり、７月６日に落成式典、７月
15日にグランドオープンを迎えられるよう各方
面で詰めの協議をしている。

３　公共施設移転等事業
　順調に進んでおり、現在、橋梁・道路・造成の
土木工事を行っている。合わせて、新庁舎及び久
礼保育所の設計業務を進めている。

４　地震防災対策事業
　自主防災連絡協議会が町内で合計５回の研修
会を実施した。今年の避難訓練は、11月５日に実
施する。

　津波避難路は平成28年度末で67カ所が完成し、
矢井賀に資機材倉庫を建築した。住宅耐震工事も
前年から大幅に増加した。

５　かつお祭
　平成２年の第１回から28年を経過し、高知県を
代表する一大イベントとなった「かつお祭」。
　新港が駐車場として使えなくなるため、来年か
らは「道の駅なかとさ」を含めて、さらに個性の
強い祭りにできればと考えている。

６　地域おこし協力隊
　隊員は、矢井賀地区の北野愛隊員、水産商工課
の増木春菜隊員、水産物販売促進支援業務の片岡
裕介隊員、七面鳥販売促進支援の松下昇平隊員、
大野見北地区支援の永澤緑隊員の 5 人だ。
　どの隊員も積極的に地域に溶け込み、それぞれ
の任務、使命の実現に向け日々努力されている。

今年の避難訓練は１１月５日 池田町長の行政報告

　

５
月
24
日
、
学
校
に
お
け

る
防
災
教
育
と
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
津
波
救

命
艇
の
活
用
に
関
し
て
現
地

視
察
を
含
め
調
査
し
た
。

　

毎
年
５
月
に
学
校
運
営
指

針
と
し
て
教
育
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。
そ
の
中
の
取
り

組
み
と
し
て
防
災
教
育
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
地
震

津
波
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
策

定
さ
れ
、
学
校
運
営
の
中
で

運
用
さ
れ
て
い
る
。
避
難
訓

練
は
年
間
３
～
４
回
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
県
が
実
施
し
て
い

る
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
で
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
る
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

学
校
で
の
取
り
組
み
等
の
方

向
性
を
掲
げ
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
順
次
策
定
さ

れ
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
、
「
津
波
て

避
難
に
最
善
を
尽
く
せ

学
校
の
防
災
教
育
等
を
調
査

　
　
　
　
　
／
教
育
民
生
常
任
委
員
会
　

ん
で
ん
こ
で
、
率
先
し
て
逃

げ
る
」
「
想
定
に
と
ら
わ
れ

な
い
」
「
最
善
を
尽
く
せ
」

等
の
意
見
が
出
た
。

　

そ
の
後
、
津
波
救
命
艇
が

７
艇
貸
与
さ
れ
て
い
る
「
か

ど
福
祉
会
」
の
現
地
視
察
を

行
っ
た
。
救
命
艇
は
、
一
艇

当
た
り
約
６
４
０
万
円
。
定

員
は
20
名
で
１
４
０
名
ま
で

「かど福祉会」に貸与された救命艇を調査する教育民生常任委員

乗
船
可
能
だ
。

　

配
置
後
の
５
月
23
日
に
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
津

波
到
達
時
間
は
約
20
分
を
想

定
し
、
入
所
者
等
約
70
名

（
寝
た
き
り
の
方
等
を
除

く
）
で
訓
練
し
た
結
果
９
分

を
要
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

緊
急
時
に
避
難
が
困
難
な

寝
た
き
り
状
態
の
人
の
対
応

や
夜
間
は
職
員
が
５
名
と
人

員
配
置
が
少
な
い
こ
と
が
課

題
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
救
命
艇
に
は
、
エ

ア
コ
ン
や
換
気
扇
が
な
く
、

真
夏
や
真
冬
時
に
問
題
が
あ

る
。
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○・・賛成　●・・反対　／・・議長
しました。賛成　反対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　
　審議した議案等

岡　

伊
三
男

戸
田　

晴
喜

山
中　

英
男

山
下
世
仁
子

黒
原　

昭
一

中
城　

重
則

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

福
永　

守
恭

松
下　

裕
之

本
井　

康
介

可
　
　
　
否

行政手続における特定の個人を識別するための番号利用等法律の一
部改正等に伴う関係条例の整備に関する条例
※マイナンバー法等の改正との整合性を保つためのもの

○○○○○○○○○○ 可
決

農業委員・農地利用最適化推進委員の定数条例
※農業委員会等に関する法律改正に伴い、農業委員と農地利用最適化推進委員の定

数を定めるもの
○○●○○○○○○○ 可

決

非常勤特別職職員の報酬費用弁償条例改正
※農業委員会等に関する法律改正に伴い、農業委員と農地利用最適化推進委

員の報酬を定めるもの
○●●○○○○○○○ 可

決

道の駅の設置管理条例
※道の駅なかとさの設置管理について必要な事項を定めるもの ○●●○○○○○○○ 可

決
町立集会施設の設置管理条例改正
※分筆による地番変更に伴い所在地を改正するもの ○○○○○○○○○○ 可

決
大野見野外炊飯場の設置管理条例
※大野見野外炊飯場の設置管理について必要な事項を定めるもの ○○○○○○○○○○ 可

決
簡易宿泊施設の設置管理条例改正
※四万十源流の里の利用料金の上限を改めるもの ○○○○○○○○○○ 可

決
平成29年度一般会計補正予算（第1号）
※698万円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ69億6373万円とするもの ○○○○○○○○○○ 可

決
平成29年度介護保険特別会計補正予算（第1号）
※187万円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ12億9465万円とするもの ○○○○○○○○○○ 可

決
平成29年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）
※水道事業費用28万１千円を増額し、収益的支出の総額を１億4890万円とするもの ○○○○○○○○○○ 可

決
B−2級小型動力ポンプ付積載車購入契約 ○○○○○○○○○○ 可

決
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
※田中豊博氏について議会に意見を求められたもの ○○○○○○○○○○ 適

任
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
※吉岡浩一氏について議会に意見を求められたもの ○○○○○○○○○○ 適

任
指定管理者の指定（道の駅なかとさ）
※㈱ＳＥＡプロジェクトを指定管理者とするもの ○●○○○○○○○○ 可

決

議会に対するご意見　　　
　などを募集しています。

　ご意見やご感想など500字以内で、郵送で
ご投稿ください。

お問い合せ・ご投稿先　中土佐町議会事務局　〒789-1301 中土佐町久礼6602番地2　　　　　　

会議録を閲覧できます。

　インターネット中継の映像及び音声は公式記録
ではありません。また「議会だより」は発言の概
要のみを掲載しています。公式記録は会議録をご
覧ください。
　会議録は、中土佐町のホームページ及び議会事
務局でご覧いただけます。

議員出張懇談会
が始まりました

　10人程度以上の参加が見込める団体やグループで、
議員との懇談の希望があれば、町内どこへでも出張い
たします。
　ご希望がある場合は、下記までお問い合わせください。

スマホ・パソコンで議会を

　スマートフォンやパソコ
ンで本会議の様子が視聴で
きます。中土佐町のホーム
ページから議会のページに
進みご覧ください。

E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp
TEL 0889-52-2410
FAX 0889-52-4850
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賛成　反対私は、
≪ 6 月定例会の主な議案と議員の賛否≫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　
　審議した議案等

岡　

伊
三
男

戸
田　

晴
喜

山
中　

英
男

山
下
世
仁
子

黒
原　

昭
一

中
城　

重
則

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

福
永　

守
恭

松
下　

裕
之

本
井　

康
介

可
　
　
　
否

専決処分の承認（町税条例改正）
※地方税法・航空機燃料譲与税法の改正との整合性を保つためのもの ○○○○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（国保税条例改正）
※軽減判定所得の算定方法の変更 ○○●○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（固定資産税の課税免除に関する条例改正）
※過疎地域自立促進特別措置法改正との整合性を保つためのもの ○○○○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（平成28年度一般会計補正予算（第6号））
※歳入歳出それぞれ72億3946万円とするもの ○○○○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第4号））
※歳入歳出それぞれ12億5096万円とするもの ○○○○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（平成28年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正
予算（第2号））
※歳入歳出それぞれ361万円とするもの

○○○○○○○○○○ 承
認

専決処分の承認（平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号））
※歳入歳出それぞれ4681万円とするもの ○○○○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（平成28年度介護保険特別会計補正予算（第5号））
※歳入歳出それぞれ12億724万円とするもの ○○○○○○○○○○ 承

認
専決処分の承認（平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
※歳入歳出それぞれ1億1737万円とするもの ○○○○○○○○○○ 承

認
指定管理者の指定（デイ・サービスセンター「のじぎく荘」）
※社会福祉法人 中土佐町社会福祉協議会を指定管理者とするもの ○○○○○○○○○○ 可

決
指定管理者の指定（障害者社会参加促進施設「鰹乃國の萬屋」）
※社会福祉法人 中土佐町社会福祉協議会を指定管理者とするもの ○○○○○○○○○○ 可

決
町道路線の廃止及び一部廃止
※町道台帳を更新することに伴う町道路線の廃止及び一部廃止 ○○○○○○○○○○ 可

決
行政手続等における情報通信の技術の利用条例　
※マイナンバーカード利用者が自宅のパソコンなど情報通信技術を利用し

て各種申請、届出等の手続き等ができるようにするもの
○○○○○○○○○○ 可

決

　今年に入り、４市町、30人の議員・事
務局の皆さんが本町に視察に訪れまし
た。
　１月13日、石川県穴水町議会の皆さん
が、本町の産業振興・教育・防災・住宅
政策など多岐にわたって研修を行いま
した。
　続いて、２月３日には福岡県岡垣町議
会の広報常任委員会の皆さんが本町の
広報常任委員と意見交換を行いました。
　そして５月10日、栃木県足利市議会の

「あしかが未来倶楽部」の皆さんが「地
場産業振興による雇用創出の取り組み」、
５月16日には徳島県阿南市議会の保岡
議員が「防災減災の取り組み」について
研修に訪れました。

４市町が本町を視察

岡垣町議会広報常任委員会の皆さん
との意見交換

道の駅建設など地場産業振興につい
ての意見交換を行った足利市議会「あ
しかが未来倶楽部」の皆さん

津波避難タワー内の備蓄倉庫の写真
撮影をする阿南市議会の保岡議員

本町の担当者から津波避難タワーの
説明を受ける穴水町議会の皆さん
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私たちは、こんなことをしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　日付・会議等

岡　

伊
三
男

戸
田　

晴
喜

山
中　

英
男

山
下
世
仁
子

黒
原　

昭
一

中
城　

重
則

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

福
永　

守
恭

松
下　

裕
之

本
井　

康
介

４月10日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○○ ○ ○ ○

４月12日

議員行政視察研修会（北海道）

○ ○ ● ○ ○ ○○○○○ ○

４月13日 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○○○

４月14日 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４月18日 議員懇談会（町民交流会館） ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○○ ○

４月21日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○○ ○ ○

５月23日 産業建設常任委員会（中土佐庁舎・町内） ○ ○○ ○ ○

５月24日 教育民生常任委員会（中土佐庁舎・町内） △ ○ ○ ○ ○

５月26日 総務常任委員会（中土佐庁舎・町内） ○ ○ ○ ○ ○

６月５日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

６月９日

6月定例会〈１日目〉（中土佐庁舎） ○○○○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○○

全員協議会（中土佐庁舎） ○○○○ ○ △ ○ ○ ○ ○○

議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

６月12日

６月定例会〈２日目〉（中土佐庁舎） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

６月13日 ６月定例会〈３日目〉（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○

６月15日 ６月定例会〈４日目〉（中土佐庁舎） ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

６月29日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

≪各議員の出欠状況（平成29年４月１日～平成29年６月30日≫

○・・・出席　　△・・・一部欠席　　●・・・欠席　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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議員は何をしゆうが？

●４月　
　10日　　　須崎地区地域安全協会監査（中土佐庁舎）
　28日　　　道路整備期成同盟会高知県地方協議会通常総会
　　　　　　道路整備促進高知県大会（高知市／三翠園）

●５月

　10日　　　栃木県足利市議会行政視察研修受け入れ（中土佐庁舎）
　15日　　　平成29年度須崎地区地域安全協会総会（須崎市／須崎警察署）
　16日　　　徳島県阿南市議会行政視察研修受け入れ（中土佐庁舎）
　19日　　　第33回高幡町村議会議長会定期総会（越知町／健康福祉センター）
　21日　　　第28回かつお祭（ふるさと海岸）【正・副議長】
　26日　　　中土佐町商工会通常総会（商工会）
　29日　　　高岡郡高原畜産センター監査（中土佐庁舎）
　31日　　　平成29年度町村議会議長・副議長研修会（東京都）【正・副議長】
（～６月１日）　

●６月　　　　
　19日　　　第49回高知県警察官友の会総会（高知市／高知商工会館）
　20日　　　移動土木（文化館）
　26日　　　高知県町村議会議長会臨時総会（高知市／自治会館）
　30日　　　平成29年度警察官友の会須崎支部総会（須崎市／須崎プリンスホテル）

≪議長の主な活動状況（平成29年４月１日～平成29年６月30日≫

本井議長・松下副議長も壇上に上がった 5月 21日に開催された「第 28回かつお祭」
の鏡開き

栃木県足利市議会の視察研修であいさつをする
本井議長（5月10日）

本井議長、松下副議長が出席した平成29年度
町村議会議長・副議長研修会（５月31日）
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下
元　

道
夫

副
委
員
長　

山
下
世
仁
子

委　
　

員　

黒
原　

昭
一

　
　
　
　
　

福
永　

守
恭

つ
ぶ
や
き

　

大
川
村
が
議
会
の
代
わ
り
に
、
有
権
者
が
直
接
審
議
す
る

村
総
会
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
総
務
省
も
「
町
村
総
会
の
運
営
方
法
を
議

論
す
る
。
有
識
者
検
討
会
を
設
置
す
る
」
と
発
表
し
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
か
ら
、
村
議
会
を
維
持
で
き
な
い
場

合
に
備
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

よ
る
担
い
手
不
足
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。

　

わ
が
町
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
30
年
先
に
は
人
口
が

３
０
０
０
人
に
な
る
と
の
統
計
が
出
て
い
る
。
担
い
手
不
足

に
よ
り
、
祭
り
や
地
域
活
動
な
ど
の
維
持
は
、
さ
ら
に
困
難

さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
将
来
、
町
村
総
会
を
検
討
す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

若
者
が
政
治
に
興
味
を
示
さ
な
い
の
は
、
若
い
候
補
者
が
出

な
い
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

　

町
に
は
有
能
な
若
者
が
た
く
さ
ん
い
る
。
町
の
未
来
を
切

り
開
く
の
は
若
い
力
で
あ
る
。
若
い
議
員
が
増
え
る
こ
と
、

そ
れ
が
議
会
改
革
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

中
土
佐
町
議
会
議
員　

黒
原　

昭
一

　

今
号
で
は
、
下
元
道
夫
議

員
が
平
成
26
年
12
月
定
例
会

で
質
問
し
た
「
河
川
護
岸
の

復
旧
工
事
の
方
法
」
の
問
題

を
追
跡
し
ま
し
た
。

【
平
成
26
年
12
月
会
議
】

イ
ノ
シ
シ
が
川
に
侵
入

し
、
階
段
状
と
な
っ
て
い
る

護
岸
を
通
り
道
と
し
農
地
に

入
っ
て
い
る
。
階
段
状
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
使
用
は
差
し
控
え

て
ほ
し
い
。

河
川
護
岸
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
有
害
鳥
獣
の

移
動
は
承
知
し
て
い
る
。

表
面
が
フ

ラ
ッ
ト
な
形
状
、
駆
け
上
が

り
に
く
い
ブ
ロ
ッ
ク
を
考
え

て
い
く
。

「ありゃ「ありゃ「ありゃ
どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」

■
そ
の
後
の
対
応

問

表
紙
写
真

　

今
年
度
の
「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
の
写
真
は
、「
中
土
佐
の

未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
」
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
は
、
大
野
見
地
区

で
行
わ
れ
た
町
内
の
保
・
小
・

中
の
連
携
教
育
の
公
開
授
業
中

の
子
ど
も
た
ち
。

　
「
大
野
見
探
検
隊
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
保
育
園
児
と
小
学

校
１・２
年
生
15
名
が
２
班
に
分

か
れ
て
一
緒
に
勉
強
を
し
て
い
る
。

園
児
・
小
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
大

野
見
に
つ
い
て
の
問
題
を
出
し
合

う
。「
は
ー
い
！
」「
は
ー
い
！
」

な
か
な
か
活
発
だ
。

　
「
む
つ
か
し
か
っ
た
け
ど
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
保
育
の
子
ど
も

た
ち
も
す
ご
か
っ
た
」
と
小
学
生

の
感
想
の
言
葉
。

　

紡
ぎ
合
い
な
が
ら
伸
び
て
い
く

芽
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
元

気
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　今回の主な内容
■平成29年６月定例会
　　議案審議 ………………………
　　一般質問 ………………………
　　久礼中３年生が傍聴 …………
　　委員会活動報告 ………………
      行政報告 ………………………
　　主な議案と議員の賛否 ………
■議員の活動状況 …………………
■追跡 ………………………………

2
5

13
14
15
16
18
20

保・小・中連携教育の公開授業（P20参照）

議会だより
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６ 月 定 例 会

■「道の駅」オープン  ･･････････････････････ 2

■７人が一般質問  ･･･････････････････････････････ 5

■久礼中３年生が議会を傍聴  ･･････････････ 13

山
添
農
林
課
長

　

平
成
27
・
28
年
度
、
河
川

護
岸
の
災
害
復
旧
は
、
表
面

が
フ
ラ
ッ
ト
な
形
状
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
使
用
し
工
事
を

行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

（
建
設
課
）

フラットな形状のブロックを使用した災害復旧工事（左側は以前の階段状のブロック使用
による工法）

下
元
建
設
課
長
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